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講師略歴 

 

 

Dr Trevor Lane：エダンズ シニアエディター 

1995 – PhD Physiological Sciences, University of Oxford, UK 

⽣物医科学に関する幅広い知識を有し、オックスフォード⼤学卒業時には⽣化学と化学薬理学で学位を、癌の分子細

胞⽣物学で博士号を取得。また、⾹港でも臨床腫瘍学と微⽣物遺伝学の博士研究員の職に就く。その後は学術機

関、研究機関、出版機関でさまざまな編集職を歴任。アジアを拠点とする複数の⼀般・専⾨医学ジャーナルの編集⻑の

ほか、アメリカを拠点とする 2 つの社会科学ジャーナルの上級編集者を経験。⾹港⼤学⻭学部では科学研究コミュニケー

ションで教鞭の経験も有する。世界医学雑誌編集者協会（WAME）と出版倫理委員会（COPE）のメンバー。さらに

Trinity College London では英語教授法認定資格（CertTESOL）を、University of Reading では英語教授

法準修士の学位をそれぞれ取得。2015 年 4 月にシニアエディターとしてエダンズ グループ福岡本社に参加。 

 

 

 

 

Dr Kate Harris：エダンズ シニアエディター 

2010 - PhD Chemistry, University of Basel, Switzerland 

超分子および錯体化学で博士号を取得。ポスドク研究経験を有する。NMR スペクトロスコピー、特に拡散法、常磁性化

合物の NMR スペクトルの測定および解析の専⾨知識が豊富。博士論⽂は「Polymer or macrocycle? Cobalt 

complexes of ditopic 2,2’:6’,2”-terpyridine ligands with flexible spacers」で、錯体の溶液スペシエーショ

ンと固体構造の詳細な研究に携わる。卒業後 2 年間、東京⼤学で⼤型⾃⼰組織化球状錯体の⾮共有結合性機能

化を研究。研究成果を「Journal of the American Chemical Society」、「Chemical Communications」等の

国際誌数誌で発表し、国内外の学会で研究発表を⾏う。博士課程時には「Polyhedron」誌の編集アシスタントを務め

る。またフリーランスで⾮英語話者の執筆した論⽂の校正も務め、そのなかには「ChemPhysChem」誌にアクセプトされた

ものもある。2014 年 12 月に社内シニアエディターとして福岡オフィスに加入。 

 

 

 

 

 

 

 


